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鎌倉市営住宅集約化事業の特定事業の選定について 正誤表(令和３年８月 19日) 

 

 （誤） （正） 

特定事業の

選定 

３ページ 

イ 市営住宅整備業務（第 1期事業） 

(ｴ) その他事業実施に必要な業務 

ａ 周辺影響調査及び補償（周辺家屋、電波障害、その他） 

ｂ 近隣対策・対応(地元説明会の開催等) 

ｃ 完成確認及び引渡（確定地形測量、分筆、登記事務等

を含む） 

ｄ 入居者の移転完了した(現)笛田住宅の仮囲い 

ｅ 国費及び交付金等申請関係書類等の作成支援 

ｆ 会計実地検査における資料作成の支援 

イ 市営住宅整備業務（第 1期事業） 

(ｴ) その他事業実施に必要な業務 

ａ 周辺影響調査及び補償（周辺家屋、電波障害、その他） 

ｂ 近隣対策・対応(地元説明会の開催等) 

ｃ 完成確認及び引渡（確定地形測量、分筆、登記事務等

を含む） 

          削   除    

ｄ 国費及び交付金等申請関係書類等の作成支援 

ｅ 会計実地検査における資料作成の支援 

 （誤） （正） 

特定事業の

選定 

６ページ 

この結果、本事業を市が直接実施する場合に比べ、ＰＦＩ事

業により実施する場合は、事業期間中の市の財政負担額につ

いて、約7.10％の削減が期待できます。 

 

■市の財政負担額の削減効果 

ＰＦＩ事業により実施する場合 

92.90 
 

この結果、本事業を市が直接実施する場合に比べ、ＰＦＩ事

業により実施する場合は、事業期間中の市の財政負担額につ

いて、約4.33％の削減が期待できます。 

 

■市の財政負担額の削減効果 

ＰＦＩ事業により実施する場合 

95.67 
 


